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正木 　　ペ ンコルチ ョルテ ン現状報告

ペ ンコルチ ョルテ ン現状報告

正 木 晃*

は じめに

　 日本人 として初めてチベ ッ トの地を訪れた河 口慧海は,そ の旅行記 『西蔵旅行記』

の第129回 に,1903年6月6日 の記事 と して,ペンコル チ ョルテ ン(写 真1)に 関 す

る見聞を掲載 してい る。彼 は 「パ ンコル ・チ ョェテ ン」を寺名 と取 り違 えてい るもの

の,「 パ ンコル ・チョェテン の寺 内にはチベ ッ ト第一 の塔 があ って」 と報 告 し,パ ン

コル ・チ ョェテ ンに 「聖廻塔」 とい う訳語をあてている 【河 口　 1978:39-40】 。

　同 じく1916年2月3日,3年 間 のチベ ッ ト留学 を終 えた青 木文教 がインド へ の帰

路,ギャンツエ を訪れ,こ の地に 「パ ンコチ ュテ ン霊塔」 と呼ぼれ る 「一基の大金宝

塔が立 っている」,「塗金の大塔は高 さ百尺ぽか りあ り,イ ン ド,ブ ッダガヤの卒塔婆

を模倣せ しものと称せ られ,多 分紀元十一世紀 頃の建造な らん と推測 され てい る」 と

記 してい る。青 木はペンコル チ ョル テ ンを中心 とす る寺院 の全景 も写真撮影 してお

り,貴 重 な映像資料 とな っている 【青木　 1990:315-316】 。

　 1946年1月 にギ ャンツエに至 った西川一三 は,こ う書 き記 してい る。「パン コル ・

チ ョテ ン寺」の西南角に,「 チベ ット第一,否,ラ マ教圏内第一 の大 ラマ塔が建立 さ

れていて,ラ マ教徒間には 「ギャンゼ の ラマ塔」 といって有名で,参 詣者 を驚かせて
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

いる。 白塔 は周囲約五十 メー トル,円 型 で,五 層を数 え,上 層 にな るに従 って小 さ

く,五 階 の頂上には,環 状の黄金 の塔が高 く餐えて,燦 然 と光を放 ち,実 に雄大豪華

なものである。各階はい くつ もの部屋 に別れて,諸 仏 の像が祀 られて壁 画で彩 られ,

また 各階 には参詣者 が礼拝 で きる よ うに,環 状路 と階段 が設 け られ てい る」 【西川

1991:419】o

　 以上の ように,日 本におけ るチベ ッ ト研究の先駆 者たちを等 しく驚嘆 させた ペ ソコ

ルチョルテン は,15世 紀 前半に建立 された仏塔であ る。 チベ ッ トでは14世 紀か ら15世

紀 の時期,次 々に巨大 な仏 塔が築 かれ た。 チ ョナ ソ ・トンデルチェンモJo　 nang

Thong　 grol　chen　mo,ギ ャンブムモチ ェrGyang　 bum　 mo　che,ペ ル ・リオチ ェdPa1　 Ri

bocheな どであ る 【VITALI　 l990:123-129]。 しか しなが ら,そ のすべてが破壊 され,
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現在ほぼ完全な姿のまま残っているのはペンコルチョルテン しかない。

　ペンコルチョルテン は,創 建当時からチベ ット最大にして最高の仏塔 という評価を

受けてきた。この評価は今 日に至っても,何 ら変わっておらず,研 究が進むにつれ,

チベ ット仏教が到達 しえた地平を端的に物語る格好の事例 として,む しろ評価は高ま

りつつある。あの苛烈を極めたチベ ット動乱や文化大革命の最中,ペンコル チ ョルテ

ソが,チ ベ ット仏教関連の施設としては,例 外的に破壊から免れたのも,こ の仏塔に

対する世界的な評価が背景にあったとい う声も耳にする。

　 この仏塔は9階 構造をなし,そ の内部には約250体 におよぶ彫像と20,000体 ともい

おれる壁画が現存する。本報告では,こ のうち5階6階7階8階 に該当する各階に関

する図像資料を主として取 り扱 う。その理由は,こ れらの各階が この仏塔において最

も重要な意味をもつためにほかならない。殊に,5階 に該当する階の東西南北4室 の

内壁に描かれている金剛界マンダラ に関しては,当 該箇所が金剛界マンダラ28種を現

存 させる世界で唯一の作例であるにもかかわらず,従 来は十分な映像資料が提供され

ておらず,今 回初めて掲載されるものも多いとおもわれる。

　以下では,ペ ンコルチョルテン の現状に関して報告する。

研究史などについて

名称

　ペンコル チ ョル テ ンdPa1'khol　 mchod　 rtenは,中 央 チベ ッ トの西部 ツァソgTsang

地 方 の都市,ギャンツェrGyal　 mkhar　 rtse(Gyantse)の 西 端 に鎮座す る大僧院 ペ ンコ

ル チューデ(白 居寺)dPal'khol　 chos　sdeの 境 内にそびえ立つ仏塔であ る(写 真2)。

ペンコルチョルテン,す なわち直訳 すれ ぽ 「ペンコル 仏塔」 は通称であ り,そ の名称

は 吉祥大塔bKra　 shis　sgo　mang　 rnchod　rten,十 万 吉祥塔sKu'bum　 bkra　shis　sgo　mang

或 いは略 して十万塔sKu'bumな ど と呼ばれ,特 に定め られ た正式名称 とい うものは

ない。ペ ンコルチ ューデの寺僧 たちは,簡 単にmchod　 rten(チョルテン),す なわ ち

「塔」 と呼んでいる。 ちなみに,本 論考 ではdPal'kholに 対 す る 日本語の発音表記 を

「ペ ンコル」 と したが,こ れは ラサ地方 の標準語的発音 に したが った場合 で,現 地 で

は 「パンコル」 と発音 してい る。
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ペ ンコルチ ョルテンに関す る従来の研究

　ペンコルチョルテン に関す る近代的な意 味におけ る学問研究は,イ タ リアのジ ュゼ

ッペ ・トゥッチが1937年 に 実施 した調査か らは じまる。その成果 はIndo-Tibetica　 21.

IV　[TUCCI　 l941】 に収め られてお り,い まなおペンコルチョルテン 研究の基礎 とな っ

ている。

　 その後,ペンコルチョルテン に対す る調査 は,第 二次世界大戦 の勃 発,な らび に

1958年 か ら1959年 の いわゆ るチベ ッ ト動乱,1966年 か ら1976年 に お よぶ文化大革命 に

よ り中断 し,1980年 代 後半にいた って,よ うや く再開 された。

　長 い中断を経 て,1986年 に実施 された 「東北大学 日中友好 ニャンチ ェソタソグラ学

術登 山隊人文班」に よる調査において,学 術班員の奥 山直司は現状を報告 し,あ わせ

て トゥッチ報告にみ られ るい くつかの誤 りを訂正 した 【奥 山　 1987】。特 に トゥッチ報

告 の方位 の誤 りを指摘 し,現 況 を世界 に先駆け て報告 した点は意義深 い。奥 山は翌

1987年 に もペ ン コル チ ョル テ ンの調査 を行 い,さ らに詳細 な知見を提供 した 【奥 山

1988,1989】 。 後述の よ うに,本 報告は奥 山の指摘や知見に負 うところが大 きい。

　 また,ペンコル チ ョルテ ンの構築理 念に関 して,そ れ がプ トゥソに よる四段階 のタ

ン トラ区分 とい う教学,な らび にアバヤーカ ラグプタAbhayakaragupta(11世 紀 後半

～12世 紀前半)が 編 纂 した 『成就法 の花輪』Sadhanamalaを チ ベ ッ ト語訳 した 『成

就法の大海』sGrub　 thabs　rgya　mtshoに 基 づ いてい ると指摘 した 【奥山　 1988:94-97】

こ とは大 きな価値 を もつ であろ う。後述 のGSGはペンコルチョルテン の構 築理念 に

関 しては,プ トゥソの教学に基 づ くと抽象的に指摘 してい るに とどま り,こ の点で奥

山の指摘が優位 を占め るとお もわれ る。

　 1987年 に は,ト ゥッチが創設 したIsMEO(イ タ リア東洋学研究所)の 研究員 であ

るエルベル ト・ロ ・ブーエ とフラソコ ・リッカらの一行がペンコルチョルテン を調査

し,そ の成果 をGyantse　 Revisited　ILo　BuE　 and　RlccA　 1　990]に 報 告 した。

　 同 じく1987年 に は東京大学助手の田中公明が調査 を実施 し,主 に集会堂の一階内壁

な らびにペ ンコルチョルテン の5階 の内壁に描かれ た金剛界マンダラ に対す る調査を

行 った。 田中に よる成果報告は,奥 山の研究がペ ンコルチョルテン の全体像を把握す

ることに力点を置いたのに対 し,ペンコル チ ョルテンを構成す る個別の要素 に関す る

研究であ り,そ の点 で方 向を異にす る 【田中　 1987,1988】 。 両者 の選択 した方 向は,

ペンコルチ ョルテ ン研究 に欠かせぬ両輪 であろ う。 また田中は1991年 に ペ ンコルチ

ョルテ ソ2階 の胎蔵マンダラ を調査 し報告 している 【田中　 1996c】。
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　 1990年,前 記IsMEOの ロ ・プーエ と リッカらの研究チームは再びペンコル チ ョル

テソの調査を実施 した。 この調査 は,過 去に行われ た調査の中で も最 も大規模な内容

で,と りわけ塔 内の図像学 的な解析 のために,大 量 のカラー写真 の撮影が行われた。

彼 らの成果はThe　 Great　Stupa　of　Gyantse　 [Lo　BuE　and　RiccA　 l993】 と して出版 され

た。 これ までの ところ,ペ ンコルチ ョルテ ンに関する研究書 としては,本 書が最右翼

に位置す るものであ り,本 報 告で も各籠室 の番号付けなど,同 書に準拠す る ところが

多い。(以 下,The　 Great　Stupa()f　 Gγan　tseをGSGと 略 記す る)

　 1991年8月 に正木 がペ ンコルチ ューデを訪れた際,同 寺 の僧侶か ら,先 月 フランス

の研究者が三週 間にわた りペ ンコルチョルテン の調査 を行 い,写 真撮影 を実施 した と

の言 を得た。 しか し,そ の後,当 該の フランス隊の研究報告 については,情 報 を得て

いない。

従来 の調査報 告 の問題点

　ペンコルチョルテン の本格的な調査研究は,前 述の ように,ト ゥッチ以来,60年 以

上の蓄積がある。特に,GSGは,掲 載された論文,そ して掲載 された写真 と構造解

析図の質と量において傑出し,こ の仏塔の全体像の把握には欠かせない。

　 しかしながら,ペンコル チョルテンの内部には,総 計で75に達する寵室を数え,そ

こには約250体 の彫像と20,000体 といわれる図像が存在する。それ らすべてを,い く

ら大部 とはいえ,一 冊の中に網羅することは不可能である。現に,GSGに は,外 観

などを撮影 した3点 および内部の図像 ・彫像を撮影 した108点 のカラー写真 と,各 寵

室の本尊を中心 とするモノクロ写真75点が掲載されているにすぎない(他 に比較用に

1937年に撮影されたモノクロ写真を1点 掲載)。

　 とりわけ,い かなる理由によるのかはわからないが,5階 に相当する覆鉢の内壁に

描かれた28種 の金剛界マンダラ および5種 の理趣マンダラ の写真はまった く掲載され

ていない。また,こ の仏塔において最も高い宗教的位置を占める6階 と7階 の内壁に

描かれた無上ヨーガタントラ系の諸尊の写真点数はごく限られてお り,こ の点にも大

きな不満が残る。

　GSGは わざわざPublisher's　Noteを 設けて,寵 室内の暗さをはじめ,通 路の狭隆

さや壁面の反射などをあげて,写 真撮影の困難さを強調 している。正木自身の5回に

わたる経験からも,写 真撮影には以下のような問題が伴 う。

(1)各 寵室には小さな入 り口が一箇所あるのみで,原 則的に暗闇の中の撮影になる。

　　 なお,入 り口の扉を開けた状態では外光線が筋状に入 り込み,撮 影に支障をき

220



正木　　ベ ンコルチ ョルテ ン現状報告

　　 たす。上記の理由から,ラ イ ト撮影ない しス トロボ撮影を選択せざるをえない

　　 が,ラ イ ト撮影に必須の電源は確保できない(1階 のIS室 ならびに8階 には

　　 電線が引かれ電球が灯されているものの,電 球一個をまかなう程度の電圧 しか

　　 な く,ま たすこぶる不安定で,撮 影用の電源 としては使えない)。

(2)図 像は漆喰を塗った壁面に描かれており,顔 料の関係から,表 面は極めて平滑

　　 で,光 を反射 しやすい。且つ,積 年のバター灯明に起因する油分が付着 し,な

　　 おいっそ う光 りやすい状態を呈 している。埃の付着による一部壁面の白化 も,

　　 撮影に支障をきたす。

(3)各 寵室は,ご く一部を除き,非 常に狭 く,撮 影に有利な位置取 りができない。

　　 特に無上 ヨーガタントラ系の諸尊の図像を配する6階 および7階 の回廊は,幅

　　 が最大150cm最 小70　cmし かな く,撮 影角度が極端に限定される。当然,壁 面

　　 の反射は防ぎ難い。さらに,こ の狭隆さから,反 射傘によるバウソス撮影も効

　　 果は薄 く,そ れ以前に実行不能な箇所 も多い。

(4)現 地は海抜4000mに 達す るため,酸 素濃度は平地の約3分 の2以 下で,平 地

　　 では予期できない事態が出来する可能性が常にある。各寵室をもれなく撮影す

　　 るには,予 備撮影を考慮すると,1500点 程度の撮影点数 となるが,集 中力の維

　　 持は難 しく,撮 影の実行には,精 神面も含む強靭な体力が要求される。

　これらの点が,GSGの みならず,奥 山らによる調査においても問題となったこと

は,す でに田中の指摘がある 【1987:87】。

　その意味で,ペ ンコルチョルテン 研究において最重要 とおもわれる個々の図像の解

析と,そ れら相互の関係の究明に先立つ各寵室の図像と彫像の写真撮影は,残 された

課題であった。

写真撮影の実施

　正木の,写 真撮影を中心とする調査は1991年 にはじまった。この年の7月 末から8

月初旬にかけての時期,ペンコル チ ョルテンに関する初めての調査を実施したが,こ

の年は雨量が多く,し かも雨期が延びたこともあって,ギャンツェ に至る途上,ギ ャ

ソツェまで自動車で2時 間の距離にあるルンマ リの集落において土石流に遭遇 し,延

べ2日 の停滞を余儀なくされた。その結果,ギャンツェ では十分な時間を確保できな

かった。そのため,ペ ンコルチョルテン の外観の写真撮影のみに終わった。いずれに

せよ,現 地の状況を確実に把握できていなか ったゆえに,準 備不足の点が多々あっ

た。
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　 1993年9月,1991年 に雨期が明け切 らない時期に調査を実施 しようとして失敗した

体験から,今 回は雨期明け後の9月 中旬を選び,調 査を実施 した。この間の2年 に,

従来の研究において,各 寵室内部の壁面に描かれた図像の写真撮影が十分には行われ

ていない事実に注目し,本 格的な図像研究の前段階として必須 となるカラーフィルム

による写真撮影を,当 分の間は主体とすることに決定 し,そ のための準備をなした う

えで現地に入った。

　状況は前回の様相や既存の報告からかなり入手できたとみなしていたので,撮 影技

術的には複数のス トロボを同時発光し反射傘に より拡散させる方式の採用が最も望ま

しいと結論 し,実 施した。撮影箇所は,最 重要と考えていた6階 および7階 が中心で

あった。 しか しながら,撮 影は事前に予想 した よりも難しく,満 足のゆ く結果は得ら

れなかった。その原因は,前 述のように,寵 室内や通路が狭隆で,反 射傘が自由に展

開できなかったことに加え,壁 面が当初の予想 よりもはるかに光 りやすかったことな

どにあった。

　 1994年9月 の調査では,こ れまであまり撮影 していなかった1階 から5階 までの撮

影にも時間を費や した。この時点で,75の 寵室を数えるペンコルチ ョルテンにおける

主要な図像ならびに彫像の撮影は完了したが,前 年の失敗に対する反省から,反 射傘

の使用をやめ,ス トロボの光量を落とし気味に撮影 したところ,反 射は抑えられたも

のの,寵 室によっては光量不足から本来の色彩を再現できない結果を招いた。また,

十分注意したつもりではあったが,撮 影漏れが生じた。

　 1995年9月 の調査では,撮 影漏れを防止するために,事 前に各寵室の符丁を記入し

たカー ドをつくり,撮 影前に確認するとともに,各 フィルムの1枚 目に必ず撮影する

方式を採用 した。高度が4000mに 達する現地では,認 識能力が低下する傾向が顕著

にあらわれ,と りわけ撮影が長時間に及ぶと,平 地では起 こり得ない事態が出来す

る。また,ペ ンコルチョルテン では,諸 般の事情から施錠された寵室が必ずあり,奥

山らの調査の時も入れない寵室があったことが報告されている11989:147]。 正木のこ

のときの調査でも施錠 された寵室が2箇所あったが,年 来の信頼関係ゆえか,鍵 番の

僧侶が適切な処理をして くれたため,鍵 を開けてすべての籠室の撮影を完了 した。こ

れまでの調査では,平 均で約1,000点 程度の撮影を してきたが,こ のとき各寵室の壁

面を漏れなく撮影 し,さ らに同一 カットを最低2点 撮影 し,露 光を変えての撮影も実

施した結果,約1,400点 の撮影枚数となった。

　 1996年6月 の調査は,28種 の金剛界マンダラ と5種 の理趣マンダラが描かれた5階

の撮影を中心とし,6階 と7階 の無上ヨーガタントラ 系諸尊を描いた図像の部分的な
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詳細写真の撮影も実施 した。本報告で使用したマンダラ関係の写真は,主 としてこの

ときの撮影によっている。また,現 状を報告するために,通 路や階段,軒 下などの部

分の撮影も行った。

撮 影 機 材

　写真撮影 にはすべて35mm一 眼 レフカメラを用いた。

カメラ:Canon　 EOSI

レソズ:Canon　 TS-E24mmL(Tilt/Shift蛍 石)レ ソズ

　　　　 Canon　 28　mmレ ソズ

　　　　 Canon　 28-70　mmズ ー ム レソズ

　　　　 Canon　 35-105　mmズ ー ムレンズ

ス トロボ:Canon　 430EZ(ガ イ ドナ ソパ ー43)

　 　 　　　 *撮 影箇所 に よ り,単 独発光 と2灯 同時発光を併用。 同 じ く,ア ンブ レラ

　　　　　 に よるパ ウソス撮影 を併用。

フィルム:FUJICHROME　 Velvia(ISO　 50)

ペンコルチューデにかかわる要件について

地理的条件

　ギャ ンツ ェrGyal　 mkhar　 rtse(江 孜)は 「勝城嶺」 とい うほ どの意味を もつ 【青木

1990:3151。 事 実,ギャンツェ の中心 には,中 腹か ら頂上にかけて堅固 な城砦を擁す

る岩山が屹立 してお り,ギャンツェ 盆地の どこにいて も視野を射 る(写 真3)。

　市域 の高度 は,海 抜に して約4000m。 酸 素濃度 は平地 の6割 程度 にす ぎない。 チ

ベ ッ トの首都 ラサか らみれば,西 南西の方 向に位置 し,直 線距離 に して約220kmほ

ど隔た ってい る。 ラサか らの行程 を簡単に説 明 してお こう。行程 には,二 つの コース

がある。

　第1は,チ ベ ッ ト第二 の都市 として知 られ ツ ァン地方 の中心であ るシガツェに向か

って西進 し,シ ガツェか ら南東に折 れて入る コースで,r中 国汽車位 司機地図冊』に

よれぽ総計436kmあ る。 自動車 を利用 した場合,概 算で,舗 装路の ラサ とシガツ ェ

間が5時 間,未 舗装路の シガ ツェとギャンツェ の間が2.5時 間 ほ どかか る。

　第2は,ラ サか ら しば し西進 したのち,キ チ ュ大橋で ヤル ンツァソポ河を渡 り,カ
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ンパ ラ(カ ソバ峠=・4860・m)を の ぼ って ヤム ドゥク湖の北岸を西進 してナ カル ツ ェ

の集落 に至 り,さ らに カ ロラ(カ ロ峠=5150m)を 越 え て,東 側か ら入 るコースで

あ る。 この場合,同 じく 『中国汽車位 司機地 図冊』に よれ ば総計344kmあ る。距離

その ものは第1の コースよ り短 いが,ラ サ とキチ ュ大橋の間以外 は未舗装路の うえ,

途 中で5000m級 の峠を二箇所越 えな くてはな らない。

　地形的に は,ギャンツェ は盆 地 とい って よ く,比 高 に して300mか ら500m程 度

の山稜に周囲を取 りか こまれてい る。 その周囲の山稜群は,チ ベ ット高原の常 で,乾

燥 が甚だ し く,樹 木 の姿を まった く見ない。 しか し,盆 地 の内部は,チ ベ ット高原 の

南端近 くに位置 して降水量が比較的多いこ とや,ヤルンツァソポ 河の支流にあたるニ

ャン河が貫流 してい ることもあ って,チ ベ ッ ト高原には珍 しく,水 が豊富で,盆 地 の

西端 付近 には湿地帯す ら存在す る。そのため農業 は適 してお り,チ ベ ッ ト有数の穀倉

地帯を形成 してい る。ペンコルチューデ が創建 され,ペンコルチョルテン が築かれた

背景には,こ の豊穣 さもあずか っていた とお もわれ る。

　 農作物 は,中 国名で 「青穎(チ ンコー)」 と呼ばれる麦 の一種 が主で,収 穫 後,チ

ベ ッ ト人は これ を妙 ってか ら石 臼で挽 いて粉に し,主 食 であ るツァンパをつ くる。他

に豆類や野菜類 が,少 量だが,栽 培 され ている。

　 このギャンツェ は,長 年にわた り,イ ン ドとラサ,お よび イン ドとシガツェを結ぶ

交通路の分岐点にあた り,イ ン ドとチベ ッ トの間の交易に とって要衝の地であ った。

ギャンツェか ら南に道 を とり,カ ンマル,ガ ラ,グ ルの集落 を経て,タ ンラ(タ ソ峠

=・5060m)を 越 え,さ らに パ リとヤートン の集落 を経 て ナツラ(ナ ツ峠=4850m)

を越 えれば,シ ッキ ムに到達す る。 これが,古 来,イ ン ドとチベ ッ トを結ぶ交通路 と

して名高 いチ ュンビー渓 谷ル ー トで,ギャンツェ か らシ ッキム国境 までは僅か230

kmほ ど しか ない。河 口慧海,青 木文教,西 川一一三 の三者 も,チ ベ ッ トか らイ ン ドへ

抜け る際 は,こ の経路を用いている。

　ギャンツェ の繁栄は,こ うした地理上の条件に よっていた とい っていい。 このこと

は,今 世紀初頭,チ ベ ッ トとイギ リスの間で戦争 が勃発 した とき,ヤングハズバンド

に率 いられイ ン ドか ら北上 して きたイギ リス軍 と,迎 え撃 ったチベ ッ ト軍が1904年4

月 に この地 で激突 し,最 も熾烈 な戦 闘が展開 された事実か らも補足 される。

　 河 ロ慧海 は1903年 の こ ととして,「 このギャンツェ とい う地方は大変商売 の繁盛 し

て居 る所で,毎 日朝 その大寺の門前に大きな市が立 って,そ の周辺の村 々か ら沢 山買

物に も来れぽ また売 りにも来 るとい う訳でなか なか盛んな ものです。市場にはそれ ぞ

れ張店を して,青 物,肉 類,麦 焦 し,乳,バ タ,布 類及び羊毛の布類を列べて,一 切
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此市で交易商売が行なわれるのであ ります。また西北原及び北原からインドへ輸 り出

す羊毛及びヤクの尾等は皆此市へ持って来まして,単 に此市を継場としてパー リーの

方へ輸 り出すものもあれば,ま たシカチェ辺の商人が此市に来て買 うて輸 り出すもあ

るです」【河口　 1978:401と 記 し,今 世紀初頭のギャンツェ の繁栄振 りを伝えている。

　 1946年 にギャンツェ を通過 した西川一三 も,「廟の門前から南に,満 州シナの泥棒

市場のように,ぎ っしり小 さな商店が軒を連ねている狭い路地では連 日午前中から市

が立ち,狭 い路上は商人,旅 人,巡 礼者,近 郊の部落の人々で埋まり,物 凄い活気を

見せている。…(中 略)… 。インド まで,往 復わずか一 ヶ月行程の地点にあるこの地

は,インド 方面から仕入れてきた木綿,雑 貨類を並べている行商人も多 く,な んでも

手に入 らぬ ものはない。そして交通の要地であるこの地には,運 搬業者の多いこと

も,ま た当然である」【西川　 1990:419-420】 という記述を残 している。

　 しかしながら,1958年 から59年のチベ ット動乱を経て,い わゆる 「チベ ット解放」

以来,チ ベットの活力が失われ,且 つ中国とインド の関係が悪化したこともあって,

インドとの交易が途絶した結果,今 のギャンツェ に往時の繁栄はない(写 真4・5・

6・7)。 商店 といっても,チ ベット人が経営するもの としては,日 用雑貨を並べる

店(写 真8)や 食肉を売る露天(写 真9)と,こ の地方の特産である絨毯を扱 う店が

ある程度で,さ ほど売れているようには見えない。

　ギャンツェ の人 口は,1916年 には約10,000【青木　1990:316】,30年 後の1946年 にも

約10,000[西 川　 1990:418】 を数え,ラ サならびにシガツェに次いでチベ ット第三の

都市といわれてきた。

　 1996年6月 の時点におけるギャンツェ の人 口は,正 確な統計に基ず くものではない

ようだが,ペンコルチューデ において食料の購入などを担当し同市の状況に詳 しいす

る僧侶(ゲ ル ク派)ロ ブサン ・テンペー師Blo　bzang　btan`phelに よれば,約7万5

千人ということであった。同僧侶によれぽ,91年 の段階では約4万5千 人というか

ら,最 近の5年 間に3万 人の増加をみたことになる。

　問題は,こ の増加分がほとんどすべて漢人によって占められている点で,こ れら大

量の移民と原住のチベ ット人 との間に,さ まざまな意味で,た とえば特産の絨毯の商

取引の権利などをめ ぐり,軋轢 が生 じている。概 して,チ ベ ット人はチベ ット人経営

の商店か らしか,漢 人は漢人経営の商店からしか,物 品を購入 しない傾向がある。ま

た,自 転車のパ ンク修理程度の簡単な技術でも,技 術と名が付 くものは漢人がほとん

ど独占している。

　 これ らの移民の増加は,ギ ャンツェの街並みにも,変 化を及ぼしつつある。ペ ンコ
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ルチューデの現正門から南にのびる大通 りに,チ ベット人の商店が立ち並んでいる点

は変わ りはない。 しかし,こ の大通 りを南に向かって300mほ ど歩き,ギ ャンツェ

・ゾソ(城)を 仰 ぐあた りに,西 に折れる通 りが幅広く開かれ(或 いは旧来の小路が拡

幅された可能性もある),こ の通 り一帯が漢人街化している。 この結果,チ ベット本

来の街並みを保 っていたギャンツェもまた,ラ サやシガツェと同様,中 国の地方都市

によくみ うけられる景観に急速に変貌 している。

　教育に関しても,中 国化(漢 化)が 確実に進行している。少な くとも,私 が見聞し

えた市街地にある小学校教育の段階では,チ ベ ット文化については教えられていない

とのことである。

　農業に関 して付言すれば,施 肥せずにそこそこの収量を得ることで満足する伝統的

な農業から,中 国政府の指導のもと,化 学肥料を大量に施肥 して収量を飛躍的に拡大

する農業への転換が図られている。9月 の麦の収穫期には,麦 を搬出 した帰途,大 量

の化学肥料を積んだ馬車の列が市街から郊外へ と通ずる道を行 き交 う光景に出会 う。

ペ ン コル チ ュー デ の 管 理 運 営

　現在(1996年6月),前 記 の僧侶 ロブサ ソ ・テ ソペ師に よれ ば,寺 僧 の総数 は64名

であ る。1989年 は30名 とい う報告が ある 【奥 山　 1989:136]か ら,こ の間 に倍増 した

ことになる。 この事実を反映 して,最 近出家 した とみ られ る若年 の僧侶の姿が 目に付

く。僧侶たちの年齢層は,チ ベ ッ ト式で,す なわち数 え年 で,13歳 か ら64歳 との こと

で,30歳 以下 の僧侶が大半を占める。

　チベ ット寺院 の僧侶の数 は中国政府か ら特定 され ている場 合が多 く,こ の64と い う

数字 も,そ うした公式の総数 とお もわれ る。 さらに,僧 侶 とい う概念 の幅を どの程度

まで広げるかによって,つ ま り僧院 の 日常生活 の細 々 した部 分をにな う半僧半俗的な

存在を数に入れるか否か次第 で,数 字 は相当に上下 するが,い ずれにせ よ,実 際には

もっと多い可能性が高い。

　 ちなみに,ペンコルチューデ の僧侶数 は,1903年 に は約1,500名 【河 口　 1978:39】,

1916年 に は約2,000名 【青木　 1990:3171,1946年 に は約2,000名 【西川　 1990:4181あ っ

た とい うか ら,往 時に比べれ ば,現 在 の数は激減 している。

　 この僧院は,後 述 の沿革の項で触れ るように,も ともとゲル ク派,サ キ ャ派,シ ャ

ル派 による総合研究 センターとして設立 され,現 在で もこれ ら三派が共 同で管理運営

を行 ってい る。現在,ペ ンコルチ ューデの主要な建築物 としては本堂(集 会堂)の ほ

か,ガ ンデソ堂,ク バ学堂,リ ンデ ン堂,そ してペ ンコルチ ョルテ ンが存在す るが,
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この うち本堂は各派の共 同管理,ガ ンデ ソ堂 はゲル ク派が,ク バ学堂 はサキ ャ派が,

リンデ ン堂は シャル派 が,そ れぞれ管理 している 【奥 山　 1989:1361。

沿 革

　ペンコル チ ョルテ ンを,そ の境 内にそびえ立 たせ るペンコルチューデ は,こ の地方

を支配 していた ギ ャン ツ ェ侯 ラプ テ ン ・ク ンサ ソ ・パ クパRab　 brtan　kun　bzang

'phags　pa(1389～1442)カ ミ開基 とな って
,1418年 に創 建 された 【奥 山　 1987:15;Lo

BuE　 and　RlccA　 l　993:19】 。 政治状況の面 では,当 時は元朝 時代 にチベ ッ トの聖俗両

面 を支配 したサキ ャ派 が,元 朝 の没落や 内部 抗争 の激化 か ら衰退 し,代 わ って カギ

ュー派の支派 であるパ クモ ドゥ派が チベ ッ トの政権 を担 っていた時期にあた る。

　ペンコルチューデ は特定の宗派 に所属す るのではな く,ゲ ル ク派,サ キ ャ派,シ ャ

ル派(プ トゥン派)の 計三派を中心 とす る総合仏教研 究セ ソター的な意味をもつ僧院

として建立 された 【奥 山　 1989:135】 。 これ ら三派の教学上 の関係を簡単に述べ ておこ

う。

　三派 の うち,最 も先行 したのはサキ ャ派 であ る。サキ ャ派は,古 代チベ ット有数 の

名族 であった コン氏が主宰す る在家密教行者 の集団 と して出発 し,性 的 ヨーガの実践

を含む各種の行法の開発を推進 していた。 この点は,ニ ソマ派や カギ ュー派 と同傾 向

であ ったが,や がて クンガーニソポ(1092～1158)に 至 り 「道 果説lam　 'bras」 と呼

ばれる成就法(解 脱 のため の観想を主 とす る修行法)を 完成 させ,同 時にそれ までの

チベ ット仏教に欠けていた体系性や総合性 の整備 につ とめて,チ ベ ッ ト仏教に一 時代

を画 した。そ の後,サ キ ャ ・パンデ ィタ(1182～1251)が 出 るに及 び,従 来の在家密

教中心か ら,戒 律を遵守 し顕教を も合わせ修学す る宗派へ と脱皮 し,名 実 ともにチベ

ッ ト仏教の指導的立場を確立 した。

　 しか し,歴 代総帥の継承 を コソ氏の血統で独 占 してきた ことや,政 治 ・宗教の両面

にわた る内紛 などか ら,14世 紀 以降は活力を失 い,そ の結果,サ キ ャ派 の新たな展開

は,コ ソ氏の血統 とは無縁 の僧侶た ちの手に委 ね られた。 これ らの僧侶た ちを新サキ

ャ派 と称する。 シャル派 もその有力 な一派であ った。 チベ ッ ト仏教史上 において最大

級 の天才 とされ るプ トゥン(1290～1364)が,シ ガツェ郊外 のシャル寺 の管長 に就任

し,こ の地でチベ ッ ト大蔵経を完成 に導 くな ど,大 いに活躍 したために シャル派 と呼

ばれ るが,プ トゥン自身 の名を とってプ トゥソ派 と呼ばれ ることもあ る。

　 そ のプ トゥンの衣鉢を継 ぎ,さ らにチベ ッ ト仏教に とって最大 の課題であった顕教

と密教の統合を成 し遂げ,乱 れがちであった戒律を復興 させ て,い わばチベ ッ ト仏教
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における宗教改革を成功に導いたのがツォソカバ(1357～1419)で あり,彼 がラサ郊

外のガンデン大僧院を根拠地 として開いた宗派がゲルク派である。 ツォソカバ以後

も,人 材に恵まれ,政 治勢力との関係を巧みに築き上げたゲルク派は発展を続け,ま

たた くまにチベット最大の勢力となった。現代チベットの顔ともいうべきダライラマ

は,こ のゲルク派の総帥にほかならない。

　以上の通 り,ペ ンコルチューデを構成する三派は,教 学上,比 較的近い関係にあ

り,三 派で総合仏教研究センターを管理運営する下地はたしかに存在 した。また,15

世紀前半は,伝 統を誇るサキャ派と,新 興のゲルク派が,互 いの宗教的立場をめ ぐっ

て熾烈な論争を繰 り広げた時期にあた り,そ の両派とも関係が深いシャル派を加え,

三派が一堂に会 して仏教研究を進めることは,時 代の要請でもあった。

　創建当初の時点で,境 内にいくつの建築物が存在 したのかは明らかではない。17世

紀末の段階でペンコルチューデ には,ゲ ルク派が7,サ キャ派が4,シ ャル派が1,

時輪学(カ ーラチャクラ ・タントラ研究)が4,サ キャ派とゲルク派共通が1の,総

計17の 学堂があった。同じく,19世 紀初頭の段階で,ペンコルチューデ にはサキャ

派,ゲ ルク派,シ ャル派,カ ルマ派(カ ギュー派の支派),ド ゥク派(カ ギュー派の

支派)の 学堂が,総 計18あ ったという[奥山　1989:135】。すでに引用したように,河

口や青木の報告によれば,20世 紀初頭の段階で,ペンコルチューデ には1,500か ら

2,000の僧侶がいたのであ り,西 川の報告に よれば,第 二次世界大戦後の1946年 の段

階でも2,000の多 くを数えていたとい う。この点か らも,こ の僧院がいかに大きな規

模を有 していたかがわかる。

　 しかし,1996年6月 現在,ペ ンコルチューデの境内に残存する主要な建築物は,前

述のとおり,集 会堂,ガンデン堂,ク バ学堂,リンデン 堂およびペンコルチョルテン

など,僅 かな数にすぎない。多 くの建築物が破壊されたのは,む ろんチベット動乱な

らびに文化大革命のためである。かの時代の惨禍をおもえば,最 も重要なペ ンコルチ

ョルテンが損傷を受けずに残 ったことを,む しろ喜ぶべきであろう。今回は割愛した

が,本 堂(写 真10)に も金剛界立体マンダラ をはじあ,貴 重な文化遺産が残されてお

り,そ の一部はすでに報告されている1田 中　1987】。
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ペ ンコルチョルテン の現状

建立年代とその目的

　 本論考の主題 であ るペンコルチョルテン の建立年代 に関 しては,1427年 説 【Tucci

19411と1439年 説 【TsHE・TAN　SHABs　DRUN　 1982】 の二説があ る。　GSGは,1439年 説 に

対 しては,そ の根拠 とされ るチベ ット語 に よるペンコルチョルテン 解説 の書に記述 の

誤 りがある と推測 し,否 定 している 【Lo　BuE　 and　RiccA　 l993:27】 。

　 ただ し,GSGも,こ の壮大 な仏塔 の内部 まで完成段階 に至 ったのはず っと後 の こ

とであ るとは認 めてお り,1442年 の開基 ラプテ ソ ・クソサ ソ ・パ クパの死 までには外

部内部 ともにいちお う完成 していたものの,そ の後 も作業は続行 され,今 日見 られ る

形態 とな ったのは15世 紀後半の ことと推定 してい る 【Lo　BuE　 and　RiccA　 1993:31】 。

田中公明氏の教示 に よれば,建 立年代 の問題を説 く鍵はIsMEOが 秘 蔵す る古文書に

あるが,そ の古文書 の閲覧は許 されていない との 旨である。

　 建立の 目的については,塔 内に記 された銘文が しぽ しぼ この仏塔の ことを 「ラプテ

ソ ・クソサ ソ ・パ クパの守護神」 と呼 んでい る事実か ら,ラ プテ ソ ・クソサ ソ ・パ ク

パの権 威 の象徴 として,ペ ンコルチョルテン が建 立 され た との指 摘 があ る[奥 山

1989:136】 。 た しか に,こ の壮麗 な仏塔 が開基であ るラプテ ソ ・ク ソサ ソ ・パ クパの

権威を高め る効果を果 た したであろ うことは容易に想像で きる。

管理 につ いて

　奥山はこの仏塔がサキャ派に属すと報告 している 【1987:151が,少 なくとも正木が

初めて調査を実施 した1991年 以降は,ロ ブサソ ・タムジェーとい う名のゲルク派に属

するラマ(1996年5月 現在,60歳)が,1996年5月 まで管理を担当していた。ちなみ

に,1996年5月 末に前記のラマから別の僧侶に管理が移ったが,後 任の僧侶が属す宗

派は,諸 般の事情か ら確認できなかった。ただ し,各 寵室の施錠の管理は,以 前と同

様に,ゲ ルク派の比較的若い僧侶たちが行っていた。

　ペンコル チ ョルテンは仏塔であるため,い まも香華が手向けられているが,数 ある

寵室の中でも日常的に香華が手向けられる寵室は限られている。GSGの 方式に従え

ば,1階 の1S・1W・IN・IE,3階 の3S・3W・3N・3Eの 各寵室である。以上の各

寵室は,い ずれも大きな規模をもち,釈 迦如来をは じめとする代表的な尊格が祀られ

ていることが,香 華を日常的に手向けられている理由であろ う。 しか し,最 も大きな
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規模を有する5階 の5S・5W・5N・5Eの 各寵室には,巨 大な如来系の尊格が祀 られ

ているにもかかわ らず,香 華は手向けられていない。

　ペ ンコルチョルテン は参拝者に対 し,概 ね午前9時 から午後5時 くらいまでの間

は,開 放されてお り,1Sの 寵室で担当の僧侶になにがしかの布施を支払えぽ,自 由

に参拝でぎる。ただし,正 午から2時 までは昼休みということで,施 錠される場合も

ある。ちなみに,観 光客をのぞけぽ,参 拝者はギャンツェ 近郊の人々が大半を占めて

いる。年齢層は特に限られてお らず,休 日には親子連れも見られる。時には遠隔地か

らの巡礼者もあるが,数 はそ う多 くない。

　参拝は,原 則として,5階 までで,6階 から上は特別の許可を必要とする。 これは

6階 と7階 に,無 上 ヨーガ系の,い わゆるヤブユム(男 女合体尊像)が 祀 られている

事実に対応する措置 と寺僧か ら説明を受けた。実際問題として,6階 ・7階 ・8階 は

開 口部が極 く少ないか全 くないかで,ま た通常はその開口部も閉じられていることも

あって,中 は闇であり,歩 くこともままならない。

　 また,5Eの 寵室の,本 尊の前面および左右には高さ2Mほ どの柵があ り,金 網が

張 られている。 このうち,左 側には施錠された出入 り口が設けられている(写 真11)。

そのため,6階 にあがるには,そ の施錠を解いてもらう必要がある。 また,6階 への

階段は,本 尊の光背の向かって左裏に,隠 れるようにある。こうした点からも6階 か

ら上への参拝は想定されていないことがわかる。

　一方,右 側の柵 と金網には一切出入 り口はない。なぜ,こ の部分に立ち入 りが許さ

れていないのか,は 寺僧に尋ねても要領を得なかった。この部分は壁面の一部に黒 く

焼かれたような形跡があ り,仏 塔全体でも最 も大きな損傷が見られる。なお,写 真撮

影の際は,特 別に許可され,希 望通 り,撮 影を実施できたが,内 部には材木が無造作

に置かれ,埃 の堆積も甚だしか った(写 真12)。

　 なお,現 在,ペンコル チ ョルテンのみならず,ペンコルチューデ 関係の文化財は,

前記のロブサン・テソペー師によれば,シ ガツェの文物管理委員会が管轄 していると

のことである。

建 築素材

　建築素材は主に石材を用いてお り,ブ ロック状の石材を積み上げて,基 本構造を維

i持している。梁は木材を用いる(写 真13)。 すなわち,縦 方向の建築素材としては石

材が,横 方向の建築素材としては木材が主である。外壁および回廊の底面などには,

アルカが塗られている(写 真14・15)。 さらに,外 壁には石灰で白く塗られているが,
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寺僧によれば,石 灰の塗 り替えは3,4年 おきに行われているとのことである。ちな

みに,ラ サ周辺の寺院では,ほ ぼ毎年塗 り替えられている。

　アルカとは,強 靭な繊維質をもつ特別な植物と牛乳を主原料に,砂 利などを混ぜた

上,こ ね上げてつくるもので,乾 燥すると極めて強力な耐久性をもつ。ただし,寺 僧

の話によれば,近 年ではアルカが高価なため,石 灰を主原料としているという。露天

回廊を囲む將壁の屋根部分は,薄 く剥がれる特殊な石材を敷き詰めた うえに,ア ルカ

を塗 り込めて,防 水の機能をもたせている(写 真16)。 観察 したところでは,補 修に

セメソ トが使われている箇所も少なからず見受けた(写 真17)。 なお,5階 の門の周

囲には,ア ルカで下地を造 り,そ の上に彩色を施 した精緻で大きな浮き彫 りが見 られ

る。

　各寵室の門は木製で,同 じく木製の扉 と小さな軒をもつ(写 真18)。 扉にはアルカ

タと呼ぽれる塗料が塗られている。寵室内部の底面にはアルカが塗られている(写 真

19)。すでに述べたように,梁 などの天井部分は木材を並べて構築 している。

　内壁はアルカを塗った上にさらに漆喰を塗って下地 とし,図 像を描いている。1993

年度の調査に同行していただいた 日本画家の中野嘉之氏によれぽ,漆 喰の厚さは2-3

mm程 度で薄く,そ の漆喰の上に鉱物性の顔料で描いているとのことである。

　各寵室に祀られている彫像は,5Eの 本尊毘鷹舎那が金銅飯製であることを除け

ば,塑 像に類別される。主材料は粘土で,強 度を増すために,植 物繊維が混ぜられて

いる。

　 図像を描かない壁面は,ア ルカのままである(写 真20)。 通常の寵室内には柱はな

いが,1階 ・3階 ・5階 の東西南北にある大 きな寵室内には,内 陣と外陣を仕切 る軒

を支える柱(写 真21)が ある。なかでも特に規模が大きい5階 の寵室には,天 井を支

える太い柱が存在する(写 真22)。 通常の寵室でも,補 強用と見 られ る柱が立てられ

ている箇所がある。

　 階段は各階の東南の隅にあ り,1階 から6階 までは,石 材を積み上げアルカで固め

て造られている(写 真23・24)。6階 と7階 をむすぶ階段は木製である。7階 と8階

をむすぶ階段も木製だが,極 めて急で,階 段 というよりも梯子に近い(写 真25)。 ま

た,階 段には木製の手す りがあるほか,各 階の踊 り場の中にも,木 製の手す りが設け

られている。

構造

(1)採 寸
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　採寸は.10m巻 き尺を用いて行い,精 密測量は実施していない。従って,総 高は既

存の数値 【奥山　 1989:140]を 採用 した。

　また,軒 高や室内高は直接計測できたが,各 階の各辺の計測は,各 部分を計測し,

それらの数値を合計 して算出した。実際には,ペンコルチョルテン には歪みがかな り

あること,各 階の床面に凹凸があること,各 隅面の角が必ず しも直角をなしていない

ことなどの理由により,計 測のための基準点が曖昧になる傾向があった。従って,挙

げた数値はあくまで概算値にとどまる。最上部にあって計測不能の宝瓶の高さについ

ては,ペ ンコルチューデの僧侶 ロブサ ン・テンペー師の言によった。

(2)鳥 瞼 図 と概念図の作成

　鳥鰍 図1は,軸 測投影図axonometricsと して立 ち上 げた。 具体 的作業 としては,

採 寸 した数値 を もとに,ま ず平面 図 と側面図を作成 し,製 図板上で手書きによ り,数

値通 りに三次元化 して軸測投影 図(原 図)を 作成 した。その際,塔 の東南隅 の角を基

準点 と し,角 の左方を30度,同 じく右方を60度 に設定 した。設定理 由は,こ の角度が

人間の 目には比較的 自然に見えるためであ る。図法の性質上,パ ースペ クテ ィブは考

慮 されていない。

　次いで,軸 測投影図(原 図)を スキ ャナーで コンピュータに入力 し,細 部 の修正を

行 った。そののち,各 構成面 を明確化す る目的で,西 側か ら太陽光線が照射 された場

合 を想定 し,南 面 に20%,東 面 に50%の 濃 淡を,影 として,入 力 した。また,5階 の

覆鉢部や宝瓶 な どの曲面に,同 様 の想定を し,グ ラデーシ ョンを入力 した。 この段階

の作業には,ソ フ トとして,Fotoshopを 使 用 した。

　 5階 ・6階 ・7階 の概念図は,構 造を明確にす るこ とを 目的 とし,計 測 した数値 は

参考程度に とどめ て三次元化 した。具体的作業 としては,ま ず フ リーハンド で概念図

(原 図)を 描 き,こ の図を もとに,コ ンピュータ画面上 に,三 次元画像を構築 した。

そののち,パ ースペ クティブの要素 を入力 し,人 間の 目か ら俯瞰 した形態に修正 し,

あわせて階段 な どの細部を描 き入れた。 ソフ トとしては,Illustraterを 使 用 した。

　 5階 の南室 ・西室 ・北室 ・東室 のマンダラ 配置概念図は,基 本的に,5階 ・6階 ・

7階 の概念 図 と同 じ作業 に よ り作 成 した。各室 の本尊 に関 しては,写 真 資料か ら ト

レースで主 な線を拾い上げた のち,ス キ ャナーでコンピュータ に入力 し,描 き出 し

た。 ソフ トとしては,Illustraterを 使 用 した。

　以上 の作業 に際 しては,以 下 の方 々の助 力を得 た。

　　軸測投影図(原 図)作 成:井 手内清(井 手 内設計室)

232



正木　 　ペ ンコルチ ョルテ ン現状報告

映像デ ィレクター:渡 邊進(株 式会社デイ ・ジ ャパ ン)

コ ンピュータ ・オペレーティング:萩 原雅文(株 式会社 デイ ・ジ ャパ ン)

な お概 念図の原図は正木が描 いた。

(3)全 体構造

　ペンコルチョルテン の外観については;写 真1な らびに鳥臓図1を 参照 していただ

きたい。

　塔全体としては,各 辺に突出部をもつ36角形の基底 ・1階 ・2階 ・3階 ・4階 か ら

なる計5層 の基壇の うえに,5階 に相当する円筒状の覆鉢があ り,そ の うえに6階 に

相当する方形の平頭がの り,さ らに7階 と8階 に相当する円錐状の相輪があって,相

輪の上には開放されたテラス状の9階 があ り,最 上部には宝瓶が置かれている。

　基底部は,東 西が約53m,南 北が約52mで,や や東西に長いが,こ れは南半部に

比べ北半部がやや短いためである。基底部から上の各階の大 きさは,1階 が約45m,

2階 が約40m,3階 が約35　m,4階 が約30mあ り,上 の階になるに従い,約5mず

つ小さくなる。

　地面から宝瓶までの高さは約42ml奥 山　 1989:140】あ り,宝 瓶の高さを引いた塔

そのものの高さは約37mで ある。各階の高さは,露 天回廊の屋根部分の軒高を計測

点 とした場合,基 底部が約3.7m,同 じく1階 は約4m,2階 は約3.6m,3階 は約

3.1m,4階 は約2.8mで,1階 から上の各階は上にゆ くほど低 くなる傾向にある。

　 5階 の覆鉢までは地面から約17m。 覆鉢の高さは,屋 根を含め,約6m。 また,

覆鉢の直径は約20mあ る。

　 6階 の平頭までは地面から約23m。 平頭の高さは約4.3　m。 形態としては,一 辺が

約10mの 方形をなす。

　 7階 および8階 にあたる相輪までは地面から約27.5m。 相輪の高さは約6.3m。 直

径は最も大きいところで約10m,最 上部で約4.7mあ る。

　 9階 は地面か ら約34mの ところにあ り,8本 の柱に支えられた直径が約8.7mの

円形で傾斜のない屋根をのせる。

　 仏塔の上にのせられた宝瓶は高さが約5.5mあ り,蓮 台部分の直径は約2.2mあ

る。

　 1階 から5階 までの各階の外側には,將 壁に囲まれたテラス状の露天回廊がめぐる

(写真26)。 基底の南門から入 った参拝者は,こ の回廊を右回 りにた どって,各 階の東

南の隅に設けられた階段から,順 次さらに上の階にのぼってゆく(写 真27)。
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(2)1階 から4階 の各階の構造

　各階の各辺には多数の門が設けられている(写 真28)。 原則的には門の数 と同数の

寵室があるはずだが,1階 と3階 には東西南北の正方向に2階 分の高 さをもつ大寵室

が設けられ,そ の直上の寵室部分が吹き抜け とな り,採 光用の窓に使われているた

め,門 の数と寵室の数は必ずしも一致 しない。各階の門の数,な らびに籠室の数は,

以下の通 りである。

　　　 門数　 籠室数

1階　　 20　 　 20

2階　　 20　 　 16

3階　　 20　 　 20

4階　　 20　 　 12

　 1階 から4階 までの各寵室の規模 と形態は,塔 そのものが36角 形という特殊な形態

を有するところから,必 ずしも一定 していないが,1階 から3階 までの各寵室は,後

述の大寵室をのぞき,基 本形 としては長方形をなし,本 尊を安置 した壁面以外の,他

の壁面に,そ の本尊ない し本尊と関係の深いとおもわれる仏たちの姿が描かれている

(写真29)。

　ただ し,4階 は,西 南 ・西北 ・東北 ・東南の四維にあたる各寵室は,直 角三角形の

2つ の角の先端を欠いた五角形をなし,そ の内部には人物の彫像が安置され,同 じく

図像が描かれている(写 真30)。

　各寵室の規模は,長 辺が約4.5mか ら約5.8m,短 辺が約1.4mか ら約1.9mほ ど

ある。もちろん,上 層になれぽなるほど,規 模は小さくなる傾向にある。また,室 内

高は約2.7mか ら約3.3　m程 度である。

　 1階 と3階 の大寵室は概ね凸形をなす。1階 の大寵室の場合は横長の凸形で,,外

側の門のある最 も長い辺が約8m,本 尊が安置されている側の辺が約6mあ り,奥 行

きは約4mほ どある。同 じく,3階 の大寵室は縦長の凸形をなし,外 側の辺が約6

m,奥 の辺が約3m,奥 行きは約5mあ る(写 真31・32)。 室内高は,内 陣の最 も高

いところをとると,1階 で約7m,3階 で約5.5mほ どである。

(3)5階 の構造

　基壇の上には,覆 鉢がのる(概 念図1)。 覆鉢はやや下すぼみの円筒状で,直 径は

約20m。 その東西南北にはその周囲に厚肉の浮 き彫 りが施された大きな門(写 真
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33・34)が あり,内 部は寵室となっている。先に指摘したように,こ の覆鉢部分は5階

に相当するが,そ の軒高は他の階の2倍 程度あ り,当 然ながら室内高も他の階の2倍

の約6mあ る。

　 4階 から5階 への階段は,そ れまでとは異な り,直 接に寵室には出られず,東 室と

南室の間に設けられた空間にいったん出たのち,扉 を開けて南室に入る構造となって

いる(写 真35)。

　 この覆鉢の周囲にもテラスが設置されている。東西南北の4つ の寵室の内部には,

ペンコルチョルテン最大級の彫像が本尊 として安置され,周 囲の内壁には各種のマン

ダラが描かれている。南室では,本 尊の左右の壁面に,厚 肉の浮き彫 りが施されてい

る。

(4)6階 の構造

　覆鉢の上には,6階 に相当する平頭がある(概 念図6)。 この平頭部分の外壁は20

角形をなす。東西南北には仏眼が描かれ,そ の下に門が設けられている。基底から覆

鉢までは,各 階の東南の隅に設置された階段から,上 の階へのぼってゆけるが,覆 鉢

から平頭へは,覆 鉢の東室に安置された本尊の向かって左裏に隠された複雑な構造の

階段を経て(写 真36),平 頭の東回廊部分に入 らなければならない。

　 また,覆 鉢 の屋根にあたる部分が円形のテラスをなす ものの,緒 壁はなく(写 真

37),こ の点からも一般人の参拝を前提に していないことが理解される。また,四 方

の門 も,ふ だんは閉ざされたままで,内 部は闇である。

　平頭の内部空間は,1階 から覆鉢までのそれとは,全 く異なる様相をなす。ここで

は,中 核部に南北約4m,東 西約3.2mか ら3.5　mの 方形の空間が設定 されてお り,

その周囲を回廊がめぐる形態となっている。回廊の幅はlm弱 。室内高は約3.3m。

回廊の壁面には無上 ヨーガの父タン トラ系諸尊の姿が描かれ,階 全体で一つの空間を

構成することもあって,密 室性が高い。

(5)7階 の構造

　平頭の上の相輪は,内 部を2層 に分かたれてお り,下 の層が7階 にあたる(概 念図

7)。 この7階 には門はな く,採 光用の窓が厚い外壁を穿って設けられているが,ふ

だんは開け放たれることはない。 したがって,こ の階 も内部は闇が支配 している。平

頭部分の6階 から相輪部分の7階 へは,6階 の東の回廊に設置された木製の急な階段

をのぼ り,東 北の隅から入る(写 真38)。 空間 としてはほぼ正方形で,中 核部は約3
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mの 正方形が占め,そ の周囲を幅が約1.2mか ら約1.5mほ どの回廊がめ ぐる。室内

高は約3.1m。6階 とよく似ているが,門 がなく,採 光用の窓があるものの,極 めて

厚い壁を経ているため,か つ通常はそれも閉 じられているため,外 部 との関係が希薄

なことから,6階 よりもいっそう密室性が高い。壁面には無上 ヨーガの母タントラお

よび双入不ニタントラ 系諸尊の姿が描かれている。

(6)8階 の構造

　 7階 の西南隅か ら木製の急な階段をのぼると,8階 の西端に出る。相輪の上層にあ

たる8階 は,外 部への開口部を全 くもたない。平面形は八角形で,中 心には,い わゆ

る心柱が通ってお り,さ らにその周囲に4本 の柱がある。心柱の東と南には,ペ ソコ

ルチョルテン において究極の存在 とみなされる持金剛の彫像が2体 安置されている。

室内は狭 く,周 囲の壁面と天井部分がつながってお り,上 にゆくにしたがってせばま

る。壁面には,ペンコルチューデ と関わ りのあった祖師たちと仏たちの姿が描かれて

いる(写 真39)。

(7)9階 の構造

　 8階 の北側に設置された木製の非常に狭い梯子をのぼ り,木 製の蓋を開けると,9

階に出る。この階は外部に開放された空間で,中 心に心柱がある。心柱には,タ ルチ

ョ(経 文を印刷 した幡)が 無数に巻き付けられている。 この階には壁面がないため,

壁画はないが,8本 の柱に支えられた屋根の裏には仏たちの姿が描かれている。ただ

し,そ れらの顔料は新 しい。以前からそのようであったのか否かは確認できていな

い。

　 9階 からは,天 井に向か って梯子がかけられている。その梯子をのぼ り,天 蓋をあ

けると,金 銅飯製の宝瓶がのる屋根に上に出られる。屋根は水平で,そ の上に立つこ

とができる。

(8)修 復について

　1993年度および1994年 度の調査の際,6階 の平頭部と7階 にあたる相輪下部の外壁

に,木 製の足場が組まれ,修 復が行われていた。1995年 度の調査のときには,足 場は

すべて撤去されていた。修復は,外 壁の塗 り直 し,仏 眼をはじめとする外壁絵画の更

新,相 輪荘厳の更新などが主であったとみられる。
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彫 像 ・図像 の現 状

　ペンコルチョルテン 内部の図像 と彫像の保存状態は,こ の仏塔が完成 してから550

年以上の歳月を経ている事実を考慮するなら,概 ね良好 といっていい。乾燥した気候

に加え,こ の仏塔が格別の地位を占めていたことや,先 人たちが努力を惜 しまなかっ

たゆえであろう。

　同じ境内にあ りながら,本 堂内壁の壁画群は甚だ しい損傷を被っている。壁画の大

部分は真っ黒に変色 し,漏 水による損傷も痛々しい(写 真40)。 黒化の原因が,長 年

のバター燈明の煤にあるのか,そ れとも火災等によるのかは,確 認できていないが,

当初の色彩はうかが うべ くもない。

　 それに比べ,ペ ンコルチ ョルテ ンの場合はさしたる損傷は見当たらない。 とはい

え,各 所に損傷が見られることも確かで,早 急に修復を必要とする箇所も存在する。

　彫像は,す でに述べた通 り,大 半が塑像であるが,信 者が 「お守 り」 として,蓮 台

など,塑 像の一部を掻き取って持ち帰る風習がある。後述のように,修 復が彫像を優

先して行われている理由の一端はここにあるらしい。

　 図像の損傷の うち,最 も多い事例は漏水に起因するものである。1階 から4階 まで

は,構 造上,露 天回廊が屋根にあたることから,漏 水の被害が集中している。アルカ

が強い防水力をもつといっても,ギャンツエ はチベットにしては降水量が多いため,

防ぎきれない場合もあるようである。漏水による損傷の具体例としては,顔 料が溶け

出し変色したもの(写 真41・42)や 下地が露出したものや白く漆喰が流れ出したもの

(写真43)が 見られる。また,5階 の覆鉢部 も,軒 が短 く下から吹き込む雨に対する

防水が不十分らしく,マ ンダラ上に白く漆喰が流れ出した箇所がかな りある。

　 漏水以外では,亀 裂による損傷 も見 られる(写 真44)。 亀裂の原因は特定しがたい

が,壁 面によっては,内 部から強い圧力がかかって,大 きな歪みが生じているとおも

われる箇所もあ り,そ の歪みが亀裂の原因の一つとなっていることは疑えない。

　 チベット特有のバター燈明がもたらす油煙(写 真45)も,図 像を損ねる一因である

が,こ れは宗教的行為にかかわることなので,是 非もない。ちなみに,こ のバ ター燈

明の油煙により,各 壁面は,ほ ぼ例外な く,光 っており,ス トロボを使わざるを得な

い写真撮影にとっては最大の難問であった。

　 また,階 段のある寵室の図像は,人 々の手に触れ る機会が多いことによる損傷や,

太陽光線による顔料の劣化がかな り進行 している(写 真46)。

　 5階 までに比べれば,6階 と7階 の無上 ヨーガ系諸尊の図像は保存状態が良好であ
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る(写 真47・48)。 漏水による損傷はほとんど見 られない。一般の参拝者の立入を禁

じてきたことや,外 光が射し込みにくい構造が,こ のような結果をもたらしたのであ

ろう。

　ただ し,6階 の階段が設けられた箇所は,採 光のために門を開ける機会があったら

しく,図 像に傷みが見られる(写 真49)。 また,下 に6階 からの階段がある7階 の図

像も,足 下を照 らすためにバター燈明が置かれることがあったようで,油 煙が甚だし

い(写 真50)。7階 から8階 へ通ずる階段の周囲も問題がある箇所で,図 像の一部に

補修の痕が見られる(写 真51)ほ か,7階 には壁面が傾いてしまったのか,横 に丸太

をいれている箇所がある。

　 8階 は,こ の仏塔全体を司る持金剛を祀るゆえに,常 にバター燈明が灯されてきた

ことから,油 煙による損傷が広が り,一 部には炭化すら見られる(写 真52)。 しか し

ながら,こ れはやむをえない事態であろう。

　 これ らの損傷に対する修復作業は,あ まり進んではおらず,ま た補修技術も稚拙さ

が目立つ(写 真53)。 特に1階 から4階 までの各寵室の彫像の前に設けられた木製の

柵が,粗 雑な措置で,図 像を損ねている箇所が多々ある(写 真54)。

　その他,修 復に関 しては,彫 像を優先 しているが,質 の良くない塗料で塗 りた くっ

たものが多い(写 真55)。 この傾向は最近のチベット寺院に共通するが,極 めて貴重

な文化遺産であるペンコルチョルテン においては再考 しなけれぽならない問題であろ

う。その点,い ささか皮肉だが,い まだ図像の修復が進んでいないことは幸いではあ

る。
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写真1　 ペ ンコルチョルテン 全景

写 真2　ペンコル チ ュ'一デ境 内












